
(別記) 

様式第１号（第５関係） 

代替警察官任用候補者選考試験受験申込書 

ふりがな  

                                                                写真貼付箇所 

縦  ３ｃｍ 

横 ２.４ｃｍ 

カラー、上半身無帽 

作成日前６月以内に 

撮影したもの 

氏  名 

 

                                                                

                                                                 

生年月日  年    月    日 性 別 男 ・ 女 

現住所 

〒    －               

                        電話(    )   － 

連絡先
※現住所と 
異なる場合 

のみ記入 

〒    －               

 

                        電話(    )   － 

最終学歴 

在学期間 学 校 名 学部・学科名 修学区分 
正規の 

修学年数 

始期   年  月  日 

 

終期   年  月  日 

 

 

 

     ・ 

 

卒業・修了・中退 

在学中(   年) 

その他(      ) 

 

 

年 

資格免許 

取 得 年 月 日 資格・免許 

年  月  日 
 

年  月  日 
 

年  月  日 
 

年  月  日 
 

年  月  日 
 

警察官とし

ての勤務経

歴 

最終所属 
 

在職時階級 
 

採用年月日 年    月    日 在職年数 
 

年  

 

退職年月日 年    月    日 退職区分 
□定年   □辞職 

（60歳退職含む） 

警察官を辞職

した理由 

（定年退職の

場合は不要） 

※該当箇所 

に「✔」 

□ 結婚  □ 出産  □ 育児  □ 介護  □ その他 

  【理由】※必ず上記理由を具体的に記載してください。 

職中の勤務

部門 

※該当箇所 

に「✔」 

 

 □ 総・警務      □ 刑  事     □ 機動隊 

 □ 留置管理      □ 鑑  識     □ 学校教官 

 □ 生活安全      □ 交  通     □ 語学研修 

 □ 地  域      □ 警  備     □ その他（        ） 



在職中の検

定等 

 

柔 道 
 

運転技能  

剣 道 
 

陸上無線技士 
第２級 

有 ・ 無 

逮捕術 
 

鑑 識  

拳 銃 
 

その他  

救急法 
 

退職後の勤

務経歴 

 

在 職 期 間 会社等名称 担当業務内容（簡潔に） 

始期   年  月  日 

 

終期   年  月  日 

  

始期   年  月  日 

 

終期   年  月  日 

  

始期   年  月  日 

 

終期   年  月  日 

  

 
希  望 

勤務地域 

※該当箇所 

に「✔」 

□ 県西部地域  □ 県南部地域  □ 県東部地域  □ 県北部地域 

□ その他（                            ） 

□ 特になし 

 
希  望 

勤務部門 

※該当箇所 

に「✔」 

□ 総・警務   □ 留置管理   □ 生活安全   □ 地  域 

□ 刑  事   □ 交  通   □ 警  備 

□ 特になし 

特技趣味等 

 

私は、代替警察官任用候補者選考試験を受けたいので申し込みます。 

なお、私は受験資格をすべて満たしており、また、この申込書のすべての記載事項に相

違はありません。 

令和   年   月   日 

広島県警察本部長 様     

                                                      氏名(自署)                 

   （受験資格） 

    かつて都道府県の警察官として４年以上勤務していたことがある者で、次のいずれにも該当しないこと。 

        ・ 日本国籍を有しない者 

     ・ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

     ・ 広島県の機関から懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者 

・ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第 60 条から第 63 条までに規定する罪を犯

し、刑に処せられた者 

・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること     

     を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 


